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朝晩は、めっきり気温が低くなり、さまざ

まな所で秋の気配を感じるようになりました。

運動会が明日に迫りました。どの学年も演技

に磨きがかかり、明日が楽しみです。

今年の運動会は、第５０回の記念大会なの

で、会を盛り上げるためのさまざまな工夫が

あります。５０周年記念のキャラクター入り

のТシャツ着用、大きな旗を持ってのオープ

ニングセレモニーの実施、聖火の工夫、「ぎ

んなゲートといちょうたゲート」の設置など

です。どの学年にも、温かなご声援をよろし

くお願いいたします。

運動会が終わると、１１月に学芸会があり

ます。各学年ともに夏休み中には台本選びや

台本作りを進めてきました。学芸会を実施す

るには、授業時数を多く取られてしまいます。

このまま続けていくべきかという論議も重ね

ましたが、児童にとって大変意義のある行事

であるという認識の上、本校では継続するこ

とといたしました。しかし、教科の学習時間

を削って進めるわけにはいきません。必要な

学習時間を確保した上で行います。内容が減

ったり、練習時間が短かったりなどで、一昨

年度に比べて、できばえが劣るかも知れませ

ん。学習発表の場という位置付けで行います

ので、ご理解とご協力をお願いいたします。

「もったいない・・・落し物の話」
保健室の前に、落し物が長机の上に並べら

れているのをご覧になったことがあると思い

ます。年に数回、保護者会に合わせて落し物

の展示をすることから始まりましたが、今で

は一年中飾られています。養護の先生があま

りに古いものは処分するようにしています。

児童や来校した保護者の方に、発見してもら

えるといいな・・・と思ったのです。落し物

の数は、全然減っていません。むしろ増えつ

つあります。落し物の中で一番多いのは、圧

倒的にミニタオル、ハンカチの類。次に、マ

スク、ティッシュ と続きます。中には、有

名スポーツメーカーのロゴが入ったパーカー

もありましたが、何度、子供たちに尋ねても

持ち主が現れず、学校で処分したことがあり

ます。

もったいない。名前が書いてあれば、持ち主

に返すことができるのに。

「もったいない」にならないように学校に持

って来る物には記名をしましょう。落し物が

多くて困るということではなく、「自分の物

は自分で管理できる子」になってもらいたい。

また、「自分のものを大事にする気持ちを育

てたい」という思いがあります。一度わが子

のもちもの点検をしてみてはいかがですか？

「昨年に引き続き、読書のすすめ」
あるお母さんから「田二小では毎週１回読

書をする時間を設けていますが、うちの子は

家で本をほとんど読まないんですよ。」と言

われたことがあります。そこで、高学年の何

人かの児童に、「家で本を読みますか？」と

いう質問をしてみました。「ほとんど家で本

を読まない」と答えた児童の理由は、「読む

時間がない」「読みたい本が家にないから」

「ゲームに時間をかけたい」とのことでした。

「読む」と答えた児童は、「家族で読書をす

る時間を作っている」「１週間に１回、テレ

ビもゲームもダメな日を作って、本を読んで

いる。」と答えてくれました。今の子供たち

は、やることがいっぱいで、読書の時間がと

れないのかも知れませんが、読む環境を作る

と、読む習慣ができるかも知れません。秋の

夜長に、家族で読書タイムはいかがですか。


